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「オールマイティLS（ミッドカットタ
イプ）」はオープン価格（店頭販売
予想価格8,964円／税込）。約390
g（26.0㎝片足）の軽さで、反射板
付き。カラーはレッド、ダークグレ
ー、ライトグレー、ネイビー。

備えたワークシューズ「オールマイティ
LS」は、同社ならではの経験と技術が詰
め込まれた一足だ。「壊れやすい先芯部
分の人工皮革は、スライディングの多い
ソフトボールや野球のシューズで使用し
ている素材と同じです」（井上氏）
　履き心地にもこだわった。フィット感
を高めるために使われたラスト （足型） の
基本設計は、同社一番人気のウォーキン
グシューズ「LD40」に由来。また、ベロ
やインソール、履き口周りに柔らかい素

　人手不足が進むなか、現場では作業の
省力化が課題だ。「より負担を軽く、よ
り快適に」の流れは足元にも及び、今、
ワークシューズの進化が目覚ましい。
　ミズノがワークシューズに進出したの
は2016年のこと。「スポーツシューズ開
発で培ったミズノの知見を生かし、市場
に新しい製品を供給できると考えまし
た」と、同社ワークビジネス事業部企画
課の井上寿仁氏はその理由を語る。
　軽量化と耐久性の相反する特性を兼ね

材を使用し、快適さを実現している。樹
脂製先芯の端部にスポンジを付けること
によって、屈伸した際に先芯が足に直接
接触しない構造も工夫した。
　JSAA A種合格認定で、安全性はお墨
付きだ。「壊れにくく、疲れにくい」と評
価され、2018年度のオールマイティLS
シリーズの販売数はなんと約15万足。現
場で個性を出せるデザイン性の高さも人
気だという。現場で足元からベストパ
フォーマンスをめざしてはいかがだろう。

T O P  G E A R

ご紹介したミズノ「オールマイティ LS（ミッドカットタイプ）」を抽選で３名さまにプレゼントします。詳しくは裏表紙をご覧ください。

文／編集部
写真／三浦伸一

127号

読者プレゼント

土木建設業界の従来のイメージを払拭したい――。日立建機は、日立グループとの連携による「One Hitachi」
やビジネスパートナーの専門技術を融合したオープンイノベーションで、新たなICT・IoT技術を開発し現場の課
題解決をサポート。働く人が誇りを持てる“魅力ある現場”の実現をめざしている。

 新世代の革新力、
現場を変える

［ 特集  ］

よかった…
無事安定稼働してる
本日の仕事終了！

この写真
メチャばえる～

いまどきの若者は…
ばえるってなんだ
エモいって…

それ
かっこいいっすね

エモいっすね

おつかれ～
乾杯！

現場の課題は
ICTやIoT技術で
解決
できるんだ

効率が上がって
早く帰れるし
安全に作業できるし
土木建設業界の
イメージも
変わると思う

土木建設業界
の未来は
明るく
なりそう
だな…

スマホで土量を
計測できる
アプリを開発したの
現場で手軽に
使えるのよ

女性ももっと
働きやすくなるよ

協創して
イノベーションを
　　　起こそう！

現場で働く人の
かっこよさを伝えなきゃ
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Survey」の開発に携わりました。身近
にあるもので操作でき、作業の効率化に
役立つのであれば、皆さんが手にしやす
くなるように思います。実際、展示会で
は好評をいただきました。課題はスマホ
に慣れていない年齢層の方などに、どう
使ってもらうかです。
内山　SNSもうまく使いこなせていない
ように思います。重要な仕事をしている
のに情報発信が少ないので、魅力が伝わ
っていない。もっと最新の情報に触れる

ん。生産性向上や効率化という面で導入
効果は高いものの、初期投資がかかるこ
とがハードルになっています。
谷村　お客さまから「うちはPC使えな
いから」と言われることも多いです。そ
のため日立建機では「Solution Linkage 
Mobile」のようなスマホやモバイル端
末で簡単に扱えるシステムの開発に力を
入れています。
松崎　私はスマホを使って盛土の体積を
量る3D計測アプリ「Solution Linkage 

れ始めたからだと思います。
平山　先進的なお客さまは、ICT施工や
i-Constructionが広まる以前から、3次元
化の取り組みを始めていました。そうし
た会社は、社内の雰囲気も良く、若い人
もいきいきと働いている印象です。
――ICTの活用を阻む壁としては、何が
あるのでしょうか？
沖田　本格的に活用するには、知識を持
った人材を確保し、ソフトウェア、測量
機器、ICT建機をそろえないといけませ

現場でも
手軽に

使えるアプリを
開発しました！

安全に対する
イメージも

変えていきたい

ハ
ン
ズ
シ
ェ
ア

内
山
達
雄

お客さまの声に
耳を傾け、
ICTで力に
なりたい

ICT 施工を
面白いと思って
くれる若手は
多いですよ

土
木
建
設
業
が
今
直
面
し
て
い
る
大
き
な
課
題
、「
人
材
の
確
保
」
―
―
。
魅
力
あ
る
現
場
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

ど
う
変
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
。
日
立
建
機
と
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
、
そ
し
て
関
連
業
界
の
若
い
皆
さ
ん
が
語
り
合
い
ま
し
た
。

文
／
三
上
美
絵　

撮
影
／
榊
美
麗

態にあります。今は各建設機械メーカー
もICT建機に加えて、ソフトウェア、測
量機器など施工プロセス全体を通した提
案に力を入れています。ICT化の環境は
整ってきているといえます。
柿本　かつては建設会社が保有する建設
機械に、私たちのような会社がシステム
を後付けしていました。ここにきて
i-Constructionが急速に進展しているの
は、土木建設業のお客さまと距離の近い
建設機械メーカーが、ICT化に本腰を入

手軽に扱えるスマホで
ICTの導入を加速

――土木建設業の人手不足を補い、生産
性を上げるため、国はICT施工や3次元
データの活用を促す「i-Construction」
を掲げています。お客さまのICT建機へ
の関心度や導入状況はいかがですか？
沖田　i-Constructionをはじめとした
ICT施工への取り組みは、導入に積極的
なお客さまと慎重なお客さまの二極化状

特
別
座
談
会

新
世
代
が
切
り
拓
く
、
土
木
建
設
業
の
未
来

特
集

新
世
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る日

立
建
機

谷
村
公
輔

日
立
建
機
日
本

沖
田
浩
平 土木建設業の

魅力をどんどん
発信して
いこう！

測量・設計・
施工の

垣根がなくなり
業界のつながりを

感じます

サ
イ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン

柿
本
亮
大
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土木建設に携わりたいと思う人も増えて
くると思うのです。
谷村　ただ、技術だけが先走っても意味
がありません。私たち建設機械メーカー
は、まずはお客さまの「こうしたい」と
いう声を聞き、それをしっかりと着実に
実現していきます。

他分野と協業することで
変化への“気付き”が生まれる

――近年、オープンイノベーションによ
って、日立建機の建設機械やサービスで
も外部の知恵や技術を組み合わせた製品
が多く開発されています。皆さんは、仕
事で他社の人々と協業するようになり、
どんな変化や発見がありましたか？
谷村　ICT施工やi-Constructionの進展

I C T建機で
女性の活躍も

後押ししたいです！ 特に、日立建機のお客さまの現場をお借
りして実際にアプリを使ってもらい、実
証実験できたことの意義は大きかったで
す。お互いが持っていないものを連携に
よって組み合わせ、どれだけ相乗効果を
生み出せるかがオープンイノベーション
のポイントになると思います。
平山　私たちはさまざまな仕事の中で使
うソフト、いわば1つの歯車を提供して
きたのですが、協業によって土木建設業
の全体がリアルに感じられるようになり
ました。半面、垣根がなくなることに危
機感も感じています。例えば建設機械メ
ーカーであってもソフトウェアをつくる
ことができる。したがって、今後はソフ
トウェアメーカーも「自分たちだからで
きること」を全力で追求していかなけれ
ばいけない――。そう気を引き締めてい
ます。
――コラボレーションによって、土木建
設業に大きな変化を起こすようなアイデ
アが何かあれば、お聞かせください。
内山　ITベンチャーは、これまでいろ
いろなところと積極的に組むことで、さ
まざまな新しい技術やサービスを生み出
してきました。ですから大手の建設会社
であっても、もっと気軽に「何かいいア
イデアはないか」と、私たちに声をかけ
て欲しいですね。今、建設業をテクノロ
ジーで変革する「Construction-Tech」
という言葉が注目されています。しかし
市場は大きいにもかかわらず、建設分野
へのITベンチャーの参入はまだまだ少
ない。建設ITが盛り上がり、さまざま
なソリューションが提供されることで、
建設業を取り巻く環境は大きく変わりま
す。そうなれば建設業に関心を抱く若者
も増えていくでしょうし、IT業界にと
ってもプラスになります。
柿本　鹿児島で高校生向けの現場見学会
を開いたときに、AR（拡張現実）の技
術を紹介しました。スマホを施工箇所に
向けると、その場所の情報がオーバーレ
イで表示される。それを見た学生たちか
ら歓声が上がりました。ICTやIoT技術

は、若い人を引きつけます。ICT建機の
試乗や、現場体験などを入れた土木建設
業界のイベントが頻繁にあれば、若い人
の業界に対するイメージも変わってくる
と思います。
谷村　一般の人は現場を見る機会がなか

で、今お客さまに提供しているソリュー
ションのほとんどが、IT業界など他分野
の企業との連携で成り立っています。私
たちはどうしても「機械」に寄った考え
方をしがちですが、他社との協業で、視
点の違いに気付かされることは多いです。
沖田　ICT施工によってデータの3次元
化が必須となり、測量やソフトウェア分
野の企業とつながりが生まれました。ま
た、その分野での取引先を紹介していた
だいたりして、さらに新しいお客さまと
のつながりも生まれています。
松崎　実は私の所属する日立ソリューシ
ョンズでは、土木建設系のソフトを開発
したのは今回が初めてでした。日立建機
との協業がなければ、盛土の体積を計測
するアプリは実現しなかったでしょう。

福井コンピュータ
鹿児島オフィス 
平山雅浩

情報化施工に対応した
ソフトを開発し、日立
建機と連携して販売し
ています。お客さまの
現場でのサポートもし
ています。

サイテックジャパン
ソリューション開発グループ
柿本亮大

GPSや光学、IoT技術
などを駆使し、日立建
機と連携して、お客さ
まが抱えている課題へ
のソリューションを開
発しています。

日立建機日本
顧客ソリューション本部
ICTソリューション推進部
沖田浩平

ICT施工の部署に異動
して4年目。設計デー
タで最終の出来形管理
までする時代となりや
りがいを感じています。

ハンズシェア　
代表取締役
内山達雄

とび職人を経て起業し、
受発注者のマッチング
サービス「ツクリンク」
を運営。建設業界を活
性化させるために奔走
しています。

日立建機
営業統括本部 営業本部
谷村公輔

「CSPI-EXPO（5月開
催）」で、日立建機と
して何をどのように訴
求していくべきか、企
画を練っているところ
です。

日立ソリューションズ
空間情報ソリューション本部
松崎ひかる

入社3年目のSEです。
日立建機と共同で、ス
マートフォンで撮影す
るだけで盛土の体積を
3D計測できるアプリ
を開発しました。

何ができるかを考え
る機会も増えます。
土木建設業界が他分
野とのつながりを積
極的に増やしていく
ことで、ICT化を加
速していけるはずで
す。私たちは建設機
械メーカーの立場か
ら、それを強力にバ
ックアップしていき
たいと思っています。

こと、そして土木建設業界全体で情報発
信に力を入れていくべきでしょう。

機械の仕事、人がやるべき仕事
未来の現場はこう変わる

――ICT・IoT技術によって、現場はど
う変わっていくと思いますか？
内山　危険を伴う作業は、機械がどんど
ん肩代わりするようになると予測してい
ます。実際、建築現場の高所点検でも足
場をかけて人が上って点検するのではな
く、ドローンを使った点検が試行されて
います。熟練の技術者が壁を叩いて判断
していた劣化診断も、カメラとAIで解析
できるようになります。ただし、人に代
わり機械化や自動化が進んでも、監督す
る技術者は一定数必要だと思います。
平山　現場作業は機械が受け持ち、企画
や設計など、創造性が高い仕事は人が受
け持つようになる機会が増えると思いま
す。そうなれば働き方自体もだいぶ変わ
ってくるでしょう。
松崎　施工の自動化が進めば、現場で施
工管理する人も、従来とは違ったICTに
関する知識が求められるようになります。
沖田　技術者の長年の経験や勘による判
断などは、AIに代替されるのはまだ先
です。そうした部分はしっかりと次世代
に伝承していかないといけません。
柿本　限られた作業人員で決められた予
算や工期に合わせるために、働く人が四
苦八苦しているのが現在の土木建設業だ
と思います。AIやXR（クロスリアリテ
ィ）の技術が発展すれば、人の手間を掛
けずに、あらゆる作業パターンをシミュ
レーションできます。それによって、出
来上がりのイメージを分かりやすく共有
できたり、設計の変更も容易になるなど、
作業手順を効率化できます。さらには、
発注者や周辺住民などの意見を反映でき
るようになります。そうして使いやすく
意匠と機能が優れた土木構造物がどんど
ん増えていけばいいなと思っています。
でき上がった土木構造物が評価されれば、
つくる側のモチベーションも高まります。

なかありませんが、実際、現場に入ると
「すごい」と感じます。それを体験して
もらうのは大きいでしょうね。私自身、
オープンイノベーションを経験して、社
外との横のつながりの重要性を痛感しま
した。一度つながりができれば、一緒に

「オープンイノベーションで、
社外連携の重要性を痛感しています」

「土木建設業に携わりたい人が
増えるよう、魅力を発信しましょう！」

特
集

新
世
代
の
革
新
力
、
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場
を
変
え
る

「AI化が進んでも、技術者の経験や勘は
次世代の技術者に伝えていきたいですね」

「 ICTやIoT技術の導入は、
若手人材確保の糸口にもなりえます」




